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 PET（陽電子放射断層撮像）は、ヒトの体内でも分子を追跡できる、有用な分子  
イメージング技術です。PET にはフッ素 18 のような、寿命の短い核種を導入した
PETプローブが必要であり、そのための標識反応の開発が進んでいます。丹羽先生は、
ご専門である金属触媒開発を武器に、簡便かつ迅速に PET プローブを合成する手法
を開発されました。また最近では、創薬や生命科学、材料化学分野において活用が  
期待される各種の有機合成手法を開発されています。本講演では PET の基礎と最新
の研究、ならびに先生の最近のご研究について紹介していただきます。 
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